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1.2.2 子どもたちの ICT環境 
教育における Information and Communication Technology（以下「ICT」という。）
環境について，政府は「第 3期教育振興基本計画」（2018）を閣議決定し，①情報活用能
力の育成，②主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に向けた各教科等の指導に
おける ICT 活用の促進，③校務の ICT 化による教職員の業務負担軽減及び教育の質の向






































2020 年 2 月 28 日，文部科学事務次官（2020）は「新型コロナウイルス感染症対策の
ための小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における一斉臨時休業について」を
全国の教育長あてに通知し，2020 年 3月 2日から春季休業開始までの間，臨時休業を行
うよう要請した。また，内閣官房（2020）によると，2020年 4月 7日に新型コロナウイ
ルス感染症緊急事態宣言が，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，大阪府，兵庫県及び福









岡県の 7 都府県に対して発出された。2020 年 4 月 16 日にはこの緊急事態宣言の区域が
全都道府県に拡大された。そして 2020 年 5 月 14 日と 5月 21 日に段階的に対象区域が
解除され，最終的に 2020年 5月 25 日に北海道，埼玉県，千葉県，東京都の 5都道県に
おいて解除され，全都道府県における緊急事態宣言が解除された。 









    １．必要に応じて学級を分けた上で，使用していない教室を活用するなどして可
能な限り身体的距離を確保すること， 
    ２．換気の徹底や近距離での会話や発声等の際のマスクの使用等など感染症対策
の徹底， 
























































































































































































































  ・山本正身．日本教育史．慶応義塾大学出版会．2014 
  ・平田諭治．日本教育史．ミネルヴァ書房．2019 
  ・寺脇研．21世紀の学校はこうなる．新潮OH!文庫．2001 
  ・岡本薫．日本を滅ばす教育論議．講談社現代新書．2006 






















































































































































































































kw の記憶割合（RMP; Retained Main-kw Proportion），S-kw の記憶割合（RSP; 
Retained Sub-kw Proportion），M-kw別の RSPの平均値（ARSP; Average of RSP），























































kwの記憶割合（IRMP; Individual Retained Main-kw Proportion）と，S-kwの記憶割






                						(6) 
IARSP= = B














最終授業終了 10 日後の 2017 年 11 月 15日に，学習者に対して KWM上で，「授業で
学んだ内容の今後の活用意向」及び「教具としてのKWMに対する評価」に関するアンケ
ートを実施した。提出期限は2017年 12月 31日までとした（回答期間は約1ヶ月半）。 
その結果，「授業で学んだ内容の今後の活用意向」については 18 人の学習者のうち 14

































3. 結果  
3.1 日本の教育・教育史 
3.1.1  江戸時代の民衆教育 
第一に，江戸時代初期の民衆の読み書き能力の格差について調査した結果である。ルビ

































































































































































































3.1.3  戦後から現代までのフォーマル教育 
戦後の日本の教育の歴史は，まず， GHQの4大教育指令から始まる。すなわち， 
 ①日本教育制度二対スル管理政策（1945） 
  ・軍国主義的および超国家主義的イデオロギー普及の禁止 
  ・議会政治，国際平和，個人の権威，集会，言論，信教の自由などの基本的人権に合
致する諸概念の教授や実践の確立の奨励 



















  ・国家と神道の分離 
  ・教育制度における神道の除去 
 ④修身，日本の歴史及ビ地理停止二関スル件（1945） 


































































































































3.2  授業結果 
3.2.1  授業実施の状況 
授業は2017年の9月から11月にかけて5回を実施した。授業名は「神社参拝の仕方」，
 





















「参拝の仕方」を教えた神-3は， RMPが 88.2%，ARSPが 75.0%であった。 
ミニSL体験の授業（図7，表8）では，「用意するもの」を教えたミ-1は，RMPが100%，





87.5%，ARSPが 100%，「焼く準備」を教えたバ-2は， RMPが 87.5%，ARSPが 100%，
「焼き方」を教えたバ-3は，RMPが100%，ARSPが 93.8%，「後片付け」を教えたバ-4
は，RMPが87.5%，ARSPが 95.2%であった。 
漬物の漬け方の授業（図 10，表 11）では，「道具の準備」を教えた漬-1 は，RMP が













とM-kw別の RSP の平均値（ARSP）については,「漬物の漬け方」の 2，3番目の RMP
が66.7%とやや低いが，それ以外のRMPについては80%を上回っており，かつARSPは
全て75%以上である。 



















3.2.4  アンケート結果 
KWM を活用した授業を受講した後のアンケート結果が表 12 である。これをみると，
全体の約 93%の学習者が，学んだ内容をこれからの自分の活動に「非常に活用したい」，
「活用したい」と回答している（表 12）。この結果を授業への出席回数と比べたものが図
16 であり，出席回数とアンケート結果の相関係数は 0.585 である。また，教具としての
 











3.2.5  継続学習 
継続学習スコアを表 13 に示す。継続学習スコアの，5 回の授業の平均は 1.1 （8 点満





































































































































令和 5 年（2023）度まで GIGA スクール構想に係る経費を国家の経常予算として当初予
算に盛り込み，GIGAスクール構想を実現させることが期待される。 
 
4.1.4  子どもたちの ICTリテラシー 
本研究の授業の学習者及びその保護者においては，スマートフォンやタブレットを所有
していない，連絡用携帯電話メールアドレスがパソコンからのメールを拒否している，















4.1.5  新型コロナウイルス感染拡大とノンフォーマル教育の可能性 
 「新型コロナウイルスとフォーマル教育」については，はじめにで現状を把握したとお
 















た学習を要請している。しかも 2020 年 6 月 1 日の多くの学校の授業再開後にあっても，
短縮授業か分散登校を実施している学校を合わせると，再開した学校の 44％にのぼる

















4.1.6  ノンフォーマル教育と社会的共通資本 
これまで，ノンフォーマル教育については，開発途上国におけるノンフォーマル教育の
 












































































































































的学習」の視点からの一貫した ICT 活用（内田ら，2017）に関する先行研究は少ない。 
また，教育実習生が ICT を活用した学習場面とその回数について，「教員による教材の






の活用については，今後の課題と言える。本研究で用いた KWM は，学習者の KW 提出
 


































































なお，本研究で用いたKWMは， Sakai やMoodleなどのオープンソースCMS（Course 





















































































































































































4.3.5  授業実施の状況 





































































4.3.9  継続学習 
継続学習スコアの，5回の授業の平均は 1.1（8 点満点）であり，第 1 回から第 5回ま
での授業の継続学習スコアを順に示すと，1.9,  1.4,  1.3,  0.6,  0.1 （8点満点）であ







2 台のタブレット端末を除き，全てが保護者の所有する端末であった。学習者が FB 後の
継続学習を行う上で，自らの端末を所有していないという状況は，継続学習に大きな影響
 







































































































































































































































































































































































（１）KWM の使い⽅ ＆ 神社参拝の仕⽅ （●●先⽣ ＆ ●●先⽣） 
   ①⽇時︓平成２９年９⽉１８⽇（⽉）１０︓００〜１４︓００頃 
   ②場所︓●●神社（住所） ※弁当を⽤意致します（無料）。 
     注）スマホ、タブレット、パソコンなど、ネットにつながるものを持参
して下さい（保護者のものでも OK です。）。 
 
（２）ミニＳＬ体験（●●先⽣） 
   ①⽇時︓平成２９年１０⽉１⽇（⽇）１０︓００〜１２︓００頃 
   ②場所︓●●建築作業場（住所）（道案内の⽂章。） 
 
（３）ブロッコリーの収穫（●●先⽣） 
   ①⽇時︓平成２９年１０⽉１５⽇（⽇）１０︓００〜１２︓００頃 
   ②場所︓●●邸（住所） 
 
（４）バーベキュー体験（●●先⽣） 
   ①⽇時︓平成２９年１０⽉２２⽇（⽇）１０︓００〜１４︓００頃 
   ②場所︓●●邸（住所） 
 
（５）漬物の漬け⽅（●●先⽣） 
   ①⽇時︓平成２９年１１⽉５⽇（⽇）１０︓００〜１２︓００頃 
   ②場所︓●●邸（住所） 
 







●●●●（⽒名のフリガナ） 住所  電話●●●-●●●●-●●●● 
E-mail ●●●●@●●●●.jp 





保護者連絡先 E-mail アドレス  
    ※「●●●＠●●●」への御参加は兄弟での複数参加も可能です。 









  ３．でお渡し（御連絡）する IDとパスワードは、スマホ上、パソコン上で KWM
を使うためのものです。 
 
  ●●●＠●●● 副代表 





図 4 募集チラシ（2枚） 
 
  









図 5 KWMの流れ 
  








図 6 神社参拝の仕方の授業風景 
  







図 7 ミニ SL体験の授業風景  
  







図 8 ブロッコリーの収穫の授業風景  








図 9  バーベキュー体験の授業風景 
  

















































       



































図 14 ノート率と年齢の関係 
  








    図 15  質問率と年齢の関係 
 
  




































表 1 知識の伝達形態の変貌 
 
 
多 対 １ 絶対的権力者の英才教育 
１ 対 １ 特権階級の教育 
１ 対 多 大量生産型教育 
多 対 １ ICTを用いた個人学習 
















表 2 指導者の属性と担当授業 
 
 


































































表 4 実施した授業の授業日，登録人数，参加人数，KW提出人数 
 
 
授 業 名 授業日 登録人数 参加人数 KW提出 
神社参拝の仕方 9月 18日(月) 18人 17人 17人 
ミニSL体験 10月 1日(日) 18人 15人 12人 
ブロッコリーの収穫 10月 15日(日) 18人 12人 6人 
バーベキュー体験 10月 22日(日) 18人 14人 8人 































小2 小3 小4 小5 小6 中1 合計
男(人) 0 0 0 0 1 1 2
女(人) 2 6 1 4 3 0 16
合計(人) 2 6 1 4 4 1 18































表 7 神社参拝の仕方の授業におけるキーワードの記憶割合 
 
M-kw番号 S-kw番号                                  RMP(%)  RSP(%) 
神-1  藤田神社とは（ふじたじんじゃ とは） 88.2  
 神-1-1 藤田郷・藤田氏（ふじたごう・ふじたし）   80.0 
 神-1-2 獅子舞など（ししまい など）   100.0  
  ARSP  90.0 
神-2  神社とは（じんじゃ とは） 88.2  
 神-2-1 鳥居（とりい）   100.0  
 神-2-2 手水（てみず）   100.0  
 神-2-3 社殿（しゃでん）   93.3 
 神-2-4 御神木（ごしんぼく）   73.3 
 神-2-5 狛犬（こまいぬ）   100.0  
  ARSP  93.3 
神-3  参拝の仕方（さんぱい の しかた） 88.2  
 神-3-1 お祓い（おはらい）   86.7 
 神-3-2 祝詞（のりと）   53.3 
 神-3-3 玉串（たまぐし）   66.7 
 神-3-4 
二礼 二拍手 一礼（にれい にはくしゅ いちれ
い）  
 93.3 










表 8 ミニ SL体験の授業におけるキーワードの記憶割合 
 
M-kw番号 S-kw番号                                RMP(%)  RSP(%) 
ミ-1  用意するもの；よういするもの 100.0   
 ミ-1-1 石炭；せきたん   100.0  
 ミ-1-2 水；みず   100.0  
 ミ-1-3 油；あぶら   91.7  
 ミ-1-4 木端；こっぱ   83.3  
  ARSP  93.8 
ミ-2  走る前の準備；はしる まえの じゅんび 91.7   
 ミ-2-1 駆動部への注油；くどうぶ への ちゅうゆ   100.0  








 100.0  




るために えんとつから あつい くうきを す
いだす  
 100.0  
 ミ-2-7 
蒸気の圧力を確認する；じょうきの あつりょ
くを かくにんする  
 90.9  












表 9 ブロッコリーの収穫の授業におけるキーワードの記憶割合 
 
M-kw番号 S-kw番号                                 RMP(%)  RSP(%) 
ブ-1  道具の用意；どうぐのようい 100.0   
 ブ-1-1 包丁；ほうちょう   100.0  
 ブ-1-2 かご   100.0  
 ブ-1-3 一輪車；いちりんしゃ   100.0  
 ブ-1-4 トラック   100.0  
  ARSP  100.0 
ブ-2  収穫の仕方；しゅうかくの しかた 100.0   
 ブ-2-1 ブロッコリーの大きさをみる   100.0  
 ブ-2-2 花蕾を持つ；からいを もつ   100.0  
 ブ-2-3 
約２３cm下を包丁で切る；やく２３センチメ
ートルしたを ほうちょうで きる  
 100.0  
 ブ-2-4 葉を落とす；はを おとす   100.0  
 ブ-2-5 
収穫したブロッコリーを かごに 入れる；しゅ
うかくした ブロッコリーを かごに いれる  
 100.0  
 ブ-2-6 
かごの中のブロッコリーを一輪車の上のケー
スに入れる；かごの なかの ブロッコリーを 
いちりんしゃの うえの ケースに いれる  
 100.0  
 ブ-2-7 
ケースをトラックに乗せて運び出す：ケースを 
トラックに のせて はこびだす  
 100.0  














表 10 バーベキュー体験の授業のキーワードの記憶割合 
 
M-kw番号 S-kw番号                                 RMP(%)  RSP(%) 
バ-1  材料の準備（ざいりょうの じゅんび） 87.5   
 バ-1-1 バーベキュー台（ばーべきゅーだい）   100.0  
 バ-1-2 肉（にく）   100.0  
 バ-1-3 野菜（やさい）   100.0  
 バ-1-4 おにぎり   100.0  
 バ-1-5 塩、コショウ、たれ（しお、こしょう、たれ）   100.0  
  ARSP  100.0 
バ-2  焼く準備（やくじゅんび） 87.5   
 バ-2-1 新聞を燃やして小枝に火をつける（しんぶんを もやして こえだに ひをつける）  
 100.0  
 バ-2-2 小枝の火を利用して炭に火をつける（こえだの ひを りようして すみに ひをつける）  
 100.0  
 バ-2-3 ドライヤーで火の勢いを高める（どらいやーで ひの いきおいを たかめる）  
 100.0  
  ARSP  100.0 
バ-3  焼き方；やきかた 100.0   
 バ-3-1 
油の多い肉から焼く（カルビ→ハラミ→ロー
ス）（あぶらの おおい にくから やく（か
るび→はらみ→ろーす））  




とんぐで おしてみて やわらかくなったら 
できあがり）  




かげんは てで おしてみて やわらかくな
ったら できあがり）  
 87.5  
 バ-3-4 
タマネギの焼き加減は透明になったら出来上
がり（たまねぎの やきかげんは とうめいに 
なったら できあがり）  
 87.5  
  ARSP  93.8 
バ-4  後片付け（あとかたずけ） 87.5   
 バ-4-1 生ゴミと燃えるゴミを分ける（なまごみと もえる ごみを わける）  
 100.0  
 バ-4-2 地面に落ちているゴミを拾う（じめんに おちている ごみを ひろう）  
 100.0  
 バ-4-3 バーベキュー用具を洗う（ばーべきゅーようぐを あらう）  
 85.7  









表 11 漬物の漬け方の授業のキーワードの記憶割合 
M-kw番号 S-kw番号                                 RMP(%)  RSP(%) 
漬-1  道具の準備（どうぐの じゅんび） 83.3   
 漬-1-1 樽（たる）   60.0  
 漬-1-2 ビニール袋（びにーるぶくろ）   80.0  
 漬-1-3 重石（おもし）   100.0  
  ARSP  80.0 
漬-2  材料の準備（ざいりょうの じゅんび） 66.7   
 漬-2-1 干し大根（ほしだいこん）   100.0  
 漬-2-2 粉糠（こぬか）   100.0  






 100.0  
 漬-2-5 砂糖（さとう）   100.0  
  ARSP  100.0 




ひあたりが よく かぜとおしの よい ば
しょで １０かから １２にちくらい かん
そうさせる）  






 100.0  
 漬-3-3 
樽の底にビニールを敷いて酒を少し入れる（た
るの そこに びにーるを しいて さけを 
すこし いれる）  
 100.0  
 漬-3-4 混ぜ合わせた粉糠を敷く（まぜあわせた こぬかを しく）  
 100.0  
 漬-3-5 干し大根を隙間なく詰めて並べる（ほしだいこんを すきまなく つめて ならべる）  




しく さぎょうと ほしだいこんを ならべ
る さぎょうを くりかえす）  




ら、 そのうえに だいこんの はを のせて 
おしぶたを する）  




んぜんたいの おもさの 1.5 ばいから 2ば
いの おもしを のせる）  
 100.0  
 漬-3-9 この樽を風通しの良い日陰に置く（この たるを かぜとおしの よい ひかげに おく）  
 75.0  
 漬-3-10 
数日経って水が上がってきたら重石を軽くす
る（すうじつたって みずが あがって きた
ら おもしを かるくする）  
 100.0  
 漬-3-11 1ヶ月ほど漬け込んだら食べられます（１かげつほど つけこんだら たべられます）  
 100.0  
        ARSP  95.5 
出席率：7／18（38.9％） 
KW提出率：6／7（85.7％） 








































































































学習者番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
学年 小2 小２ 小３ 小３ 小３ 小３ 小３ 小３ 小４ 小５ 小５ 小５ 小５ 小６ 小6 小６ 小６ 中1
性別 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 女 男 男
神社 2 0 3 1 4 3 0 0 4 5 2 0 0 5 3 0 4 0 1.9
ミニSL 0 0 0 0 0 2 5 0 0 4 3 0 0 5 6 0 1 0 1.4
ブロッコリー 5 0 0 0 4 0 4 0 0 4 4 0 0 0 0 0 3 0 1.3
バーベキュー 1 0 0 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 5 0 0 0 0 0.6
漬物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0.1
























学習者番号 学年 性別 質問 ノート 気づき メッセージ
ATT5 小3 女 1 2 2 -
ATT14 小6 女 - - - 1







表 15 本研究と寺子屋の入門年齢比較 
 
 
 入門平均年齢 入門年齢最頻値 サンプル数 
本研究 10.3歳 9歳 n=18 
寺子屋 8.1歳 7歳 n=52 
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